














Discussion of implement community-life-shift training programs  
for rescue facilities-from 22 cases
Tomomi Sakamoto
Abstract: BIn this study, I conducted an interview about community-life-shift training 
programs at rescue facilities. I analyzed from 10 successful cases and 12 difficult cases.
In this survey, three categories were generated in the community-life-shift training programs. 
At the first was [1. support according to users' needs].  It was generated by <highly 
individualized support>, <continue to support after leaving >and < support by focusing on 
family relationships >. The second was [2. fostering the elements required for individuals], 
which was generated by <forge a trusting relationship with other people>, <see myself from the 
third person> and <determination of going to community>. At last was [3. points to consider 
in support].  It was generated by <the program timing >, <repeat assessment> and <overlap of 
mental disorders and other diseases>. 
要旨：本研究では、救護施設で実施されている居宅生活訓練事業についてインタビュー調
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　居宅訓練とは、それぞれの救護施設がアパート等を借り上げ（2 室～ 5 室程度）、ひとり暮
らしの体験を通し、地域移行を具体的に進める 1 年～ 2 年間のプログラムである。2004 年に
開始された居宅訓練の実施率は、2006 年にはわずか 2％（4 ヶ所）ⅱ、2013 年には 52.4％（65 ヶ


























　本研究は、2019 年 7 月 3 日から 10 月 23 日までの間に実施した救護施設のインタビュー調
査である。このインタビュー調査の実施先の選出については、2018 年 1 月から 2 月に実施し
たアンケート調査「救護施設における精神障害者地域移行支援に関するアンケート」に①返送
のあった施設のうち、②退所理由にかかわらず、退所者数が多かった施設の上位 20 ヶ所を抽
出ⅴ、③依頼を行い、インタビュー調査に応じていただけた 16 ヶ所（うち、1 ヶ所はインタビュー
調査項目を送付し、記入していただいた形で回答のみを回収）と上位 21 位であり、女性のみ





ただいたことから、それぞれの施設において、回答者が 1 名もしくは、２、3 名となっていた。








































所を除いた計 11 ヶ所の救護施設の事例（１つの救護施設は 2 事例を提出）のうち、精神障害


























1 A 50 代前半 女 5 年 高次脳機能
障害
精神 2 級 あり、交
あり
なし アパート あり
2 B 60 代 男 11 年 ア ル コ ー









3 C 50 代後半 男 6 年 8 ヶ月 統合失調症 精神 2 級 あり、交
流あり

























7 F 40 代後半 男 4 年 4 ヶ月 アルコール
依存症











9 H 30 代前半 男 1 年 全生活史健
忘症
















11 A 60 代前半 男 4 年 6 ヶ月 躁うつ 精神 2 級 あり あり 訓練中止 同救護施設




精神 2 級 あり あり 中止 同救護施設
13 C 40 代前半 男 3 年 9 ヶ月 統合失調症 精神 3 級 あり、疎
遠
あり ア パ ー ト
に 退 所 し
たが、精神






14 D 60 代 男 2 年 11 ヶ月 アルコール
依存症








16 F 60 代前半 女 8 年 うつ
依存性人格
障害
精神 2 級 あり、交
流あり
あり 中止 死亡退所




精神 2 級 あり あり 中断 同救護施設
18 G 50 代後半 男 6 年 6 ヶ月 統合失調症 精神 2 級 あり あり アパート 同救護施設に再入
所






精神 2 級 あり、家
族から逃
げる
あり GH GH での生活を継
続中





21 J 60 代後半 女 7 年 4 ヶ月 高次脳機能
障害






22 K 60 代前半 男 3 年 統合失調症
糖尿病

























































































































































































































































































































































































































































ⅱ  全国救護施設協議会 (2006) 全救協 .p.6. http://www.zenkyukyo.gr.jp/report/pdf/121.pdf
ⅲ  全国救護施設協議会（2015）平成 25 年度全国救護施設実態調査報告書 .p.7.









vi   この調査は、2018 年 1 月 15 日～ 2 月 16 日の 1 か月間に、全国の救護施設 187 か所（2018
年 1 月現在、全国救護施設協議会の会員リストを使用）のうち、2018 年 1 月に入所を開始




viii  木下康仁（2003）グランデット・セオリー・アプローチの実践 . 弘文堂 .p.89
viiii  木下（2003）前掲書 .p.90
x  例えば、A の施設の一人目の方の回答は A- １、二人目は A-2 と表記している。
xi   全国救護施設協議会ホームページの「利用者の状況」によると、30 歳未満から 65 歳と
いう幅広い利用者がいること、また障害の状況も様々であることがわかる。http://www.









xiv   今回の事例 4 は、親が救護施設を利用していて子どもが親のよい変化を受け入れるという
ものであった。他に事例 8 も職員の介入により、親子関係が改善されている。
（本研究は、2018 年度日本社会事業大学共同研究「生活保護制度を活用した精神障害者支援―
救護施設によるソーシャルワーク」（研究代表者：酒本知美）による助成を一部受けて実施した。）
